
閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和８年２月３日（火）   ８：３２～８：３８ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：高 市 早 苗 内閣総理大臣 

林 芳 正 国務大臣（総務大臣） 

平 口  洋 国務大臣（法務大臣） 

茂 木 敏 充 国務大臣（外務大臣） 

片 山 さつき 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

松 本 洋 平 国務大臣（文部科学大臣） 

上 野 賢一郎 国務大臣（厚生労働大臣） 

鈴 木 憲 和 国務大臣（農林水産大臣） 

赤 澤 亮 正 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

金 子 恭 之 国務大臣（国土交通大臣） 

石 原 宏 高 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

小 泉 進次郎 国務大臣（防衛大臣） 

木 原  稔 国務大臣（内閣官房長官） 

松 本   尚 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

牧 野 たかお 国務大臣（復興大臣） 

あかま 二 郎 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

黄川田 仁 志 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

城 内 実 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

小野田 紀 美 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

陪 席 者：尾 﨑 正 直 内閣官房副長官 

佐 藤   啓 内閣官房副長官 

露 木 康 浩 内閣官房副長官 

岩 尾 信 行 内閣法制局長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件       ６件 

○国会提出案件     ４件 

○政令         １件 

○人事         １件 

○報告         １件 

○配布         ３件 

いずれも、案件表のとおり、決定等となった。 
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議事内容： 

○木原国務大臣：ただ今から、閣議を開催いたします。 

  まず、閣議案件について、佐藤副長官から御説明申し上げます。 
○佐藤内閣官房副長官：一般案件等について、申し上げます。まず、「環境物品等の調

達推進基本方針の変更」について、御決定をお願いいたします。本件は、特定調達

品目にクリアーホルダーを追加する等の変更を行うものであります。 
  次に、「日米地位協定」第２条に基づく、施設・区域の共同使用等について、御決

定をお願いいたします。今回の案件は、日米共同訓練を実施するため、岩国飛行場

の一部土地等を共同使用するもの等、計２件であります。 
  次に、恩赦１件について、御決定をお願いいたします。刑の執行の免除を行うも

のであります。 
  次に、質問主意書に対する答弁書４件について、お手元の資料のとおり、御決定

をお願いいたします。 
  次に、政令について、御決定をお願いいたします。「非常勤消防団員等に係る損害

補償の基準を定める政令の一部改正令」は、一般職給与法の改正に伴い、非常勤消

防団員等に対する損害補償に係る補償基礎額の改定等を行うものであります。 
  次に、人事案件について、申し上げます。元住友商事株式会社社長宮原賢次を従

三位に叙するもの外４９３名の叙位又は叙勲について、御決定をお願いいたします。 
  次に、「令和７年度第３・四半期に締結された無償資金協力に係る取極」につい

て、御報告があります。本件は、昨年１０月から１２月までの３か月間に締結され

た、３０か国、７機関の計５２件、総額約４２３億円の取極について、取りまとめ

たものであります。 
  次に、件名外案件について、申し上げます。まず、「日・バングラデシュ防衛装備

品・技術移転協定」に署名することについて、御決定をお願いいたします。本件は、

両国間における防衛装備品の移転手続等について、取り極めるものであります。 
  次に、「円借款の供与に関する書簡」をフィリピンとの間で交換することについ

て、御決定をお願いいたします。本件は、「首都圏鉄道３号線改修計画」に約２１６

億円を限度とする円借款を供与することについて、取り極めるものであります。な

お、以上２件につきましては、相手国政府との署名及び書簡交換までそれぞれ不公

表といたしたいので、御了承をお願いいたします。 
  次に、「無償資金協力に係る取極の締結」について、御決定をお願いいたします。

本件は、我が国と相手国政府等との間で実質的な合意をみた無償資金協力を取りま

とめたもので、５か国、１１機関に対する計３６件、総額約３３４億円の贈与等を

行うものであります。個々の案件につきましては、先方との書簡交換までそれぞれ

不公表といたしたいので、御了承をお願いいたします。なお、締結状況は適宜取り

まとめ、別途、閣議に御報告することといたします。 
○木原国務大臣：次に、黄川田大臣から御発言がございます。 
○黄川田国務大臣：来る２月７日は、「北方領土の日」です。当日は、北方領土問題の

解決を求める日本国民の決意を内外に表明するため、「北方領土返還要求全国大会」
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が開催されます。また、この日を中心として、全国各地で様々な行事が開催されま

す。北方領土問題の解決に向け、国民世論の一層の高揚を図りつつ、粘り強く、裾

野の広い返還要求運動を推進してまいります。閣僚の皆様の御理解・御協力をお願

いいたします。 
○木原国務大臣：これをもちまして、閣議を終了いたします。 

  引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。 
  御発言はございますか。 
  無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和８年 

２月３日 

◎ 一 般案 件

○ 環 境 物品等 の 調達 の 推進 に 関す る 基本 方 針の 変 更

に つ い て（決 定 ）          （ 環 境省 ）

〃 ○ 「日 本国 と アメ リ カ合 衆 国と の 間の 相 互協 力 及び

安 全 保 障 条約第 ６ 条に 基 づく 施 設及 び 区域 並 び に

日 本 国 に おける 合 衆国 軍 隊の 地 位に 関 する 協 定 」

第 ２ 条 に 基づく 施 設及 び 区域 の 共同 使 用及 び 追 加

提 供 に つ いて（ 決 定）        （防 衛 省）

 ☆ 恩 赦につ い て（ 決 定）       （ 内閣 官 房）

◎ 国 会 提出 案件

1. 参 議院 議 員奥 田 ふみ よ （れ 新 ）提 出 「外 国 か

ら の 不当 な干渉 」 に関 す る質 問 に対 す る答 弁

書 に つい て（決 定 ）      （内 閣 官房 ）

 ○ 1. 参議 院 議員 奥 田ふ み よ（ れ 新） 提 出災 害 ＮＰ

Ｏ や 民 間ボラ ン ティ ア 団体 等 によ る 重機 を 活

用 し た 障害物 除 去に 関 する 質 問に 対 する 答 弁

書 に つ いて（ 決 定）     （内 閣 府本 府 ）

1. 参議院 議 員奥 田 ふみ よ （れ 新 ）提 出 原子 力 防

災 に 係 る緊 急時 対 応の 改 定及 び 了承 に 関す る

質 問 に 対す る答 弁 書に つ いて （ 決定 )( 同上 ）

1. 参 議院 議員小 池 晃（ 共 産） 提 出旧 長 生炭 鉱 水

没 事 故 の 遺骨返 還 に関 す る質 問 に対 す る答 弁

書 に つ い て（決 定 ）     （ 厚生 労 働省 ）

◎ 政 令 

○ 非 常 勤消防 団 員等 に 係る 損 害補 償 の基 準 を定 め る

政 令 の 一部を 改 正す る 政令 （ 決定 ）

（ 総 務 ・ 国土 交 通省 ）

（ 火 ）閣 議 案 件

資 料
あ り

資 料
な し

資 料
あ り

資 料  
あ り

［ 別　添 ］
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◎ 人  事    

〇 宮 原 賢 次外４ ９ ３名 の 叙位 又 は叙 勲 につ い て 

（ 決 定 ） 

 

◎ 報  告 

☆ 令 和 ７ 年度第 ３ ・四 半 期に 締 結さ れ た無 償 資金 協

力 に 係 る 取極に つ いて        （外 務 省） 

 

◎ 配  布 

☆ 福 井 県 知事選 挙 結果 調        （ 総 務省 ） 

☆ 労 働 力 調査報 告            （ 同上 ） 

☆ 有 効 求 人倍率 （ 令和 ７ 年１ ２ 月） （ 厚生 労 働省 ） 

 

 

〔 ○ 署名 あ り  ☆ 署名 な し〕 

資 料  
あ り  

資 料  
あ り  
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令和８年 

２月３日 

 

◎ 一 般案 件 

〇 防 衛 装備 品及 び 技術 の 移転 に 関す る 日本 国 政府 と 

バ ン グ ラデ シュ 人 民共 和 国政 府 との 間 の協 定 の署 

名 に つ いて （決 定 ）         （外 務 省） 

〃  〇 円借 款の 供 与に 関 する 日 本国 政 府と フ ィリ ピ ン共 

和 国 政 府と の間 の 書簡 の 交換 に つい て （決 定 ） 

（ 同 上 ） 

〃  〇 無償 資金 協 力に 係 る取 極 の締 結 （令 和 ７年 度 第６ 

次 取 り まと め分 ） 等に つ いて （ 決定 ）  （ 同 上） 

 

 

〔 ○ 署名 あ り  ☆ 署名 な し〕 

 

 

（ 火 ）   件 名 外 案 件 

資 料  
な し  
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